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ジクロロ酢酸（CAS no. 79-43-6） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ジクロロ酢酸の内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において視床下部―下垂体―

生殖腺軸への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Toth ら(1992)によって、ジクロロ酢酸 31.25、62.5、125mg/kg/day(Na塩換算)に 114 日齢以後か

ら 70日間経口投与した雄 LEラットへの影響(投与開始 70日後に非ばく露雌との交配試験、投

与開始 75日後に剖検及び精子検査)が検討されている。その結果として、62.5mg/kg/day以上の

ばく露群で体重、増加体重、精巣上体尾中精子数(重量当)、正常形態精子率、運動精子率、運

動精子の直線及び曲線運動速度、運動精子の直進性、運動精子の頭部振幅、右精巣上体絶対及

び相対重量、右包皮腺絶対及び相対重量の低値、肝臓絶対及び相対重量の高値、125mg/kg/day

のばく露群で交配試験における同腹着床数の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 
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